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は じ め に

タイ国の農村にはいかなる社会集団があ り,それがどのような形態をもち社会的機能を果た

しているかという問題を,正面から捉えて考察した集団諭的研究はまだ現われていないようで

ある｡ タイ農村における家族や一種の親族集団としての ｢ピ- ･ノン･カソ｣ ｢クルア ･ディ

アウ･カソ｣について,rチュエイ･カン｣のような相互扶助的共同労働集団や寺について論 じ

たものはあるが,こうした社会集団が相互にどのような関係にあるかを,総合的 ･全体的に分

析するまでには至っていない｡親族組織の研究をも含めて,タイ農村における社会構造分析の

水準が必ず しも高 くないのほ,社会人類学的研究の伝統が浅いことのほかに,タイ農村社会の

集団の仕組みが,たとえばアフリカやオース トラリア原住民社会に頻繁にみ られるように,戟

族組織の上でもまたその他の社会集団においても,社会人類学者の興味を惹 くような高度の組

織性や複雑な網の目をめぐらしていないかのように一見観察されるからである｡ またタイの農

村では,神と人と土地を結びつける呪術 ･宗教的な伝統や慣習法的慣行が,たとえば核家族的

で比較的構造規範のゆるいといわれるジャワの自然村的村落共同体 (デサ)にみられるほどに

も組織化されておらず,代わって仏教の力があまりにも強く前面に押しだされすぎているかに

み られるからでもあろう｡ Embree の指摘1)以来, タイ社会はいわゆる 弛̀緩 した構造'(そ

れが事実であるかどうかは別として)をもつものと考えられることが多い｡ しか しそれは直ち

にこの社会が単純であるとか,組織性をもたないとかということを意味するものではないので

*九州大学教育学部附属比較教育文化研究施設
1)Embree,JohnF.1950."Thailand-aLooselyStructuredSocialSystem,"A桝.Anthr.,52,181-193.

なお,この論文については,タイ人を含む8人の学者のシンポジウムがあるoHans-DieterEvers,(ed.),
1969. LooselyStruciuredSocialSystem:ThailandinComparativePers♪eclive.YaleUniversity,
SoutheastAsiaStudies.CulturalReportSeriesNo.17.
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ある｡

またタイ農村には社会集団の数がきわめて少ないともいわれる｡ 日本の農村における組や部

落が,様々な集団の累積的全体であるという意味では,タイ農村における ｢タムボン｣ (村)

や ｢ムーバソ｣ (部落)も同じであるが,そ うした集団の累積のあり方にはかな りのちがいが

み られる｡ また氏子集団,檀徒集団,話中集団などの宗教的団体のほかに,青年団や婦人会の

ような性や年齢にもとづ く集団,官設的経済的集団その他が多数み うけられる日本の場合とで

は,タイ農村は集団の多様さにおいてもちがいがあると言えるかもしれない｡しか し,長 く複

雑な文化的伝統に培われ,適当な人口を伴った人間の集団が一定地域に定着して生活してゆく

場合には,文化のちがいによって集団の数や機能に何らかの差は生ずるにしても,それなりに

複雑な社会機構を必ず伴 うものである｡ ともに儒教の影響を うげ,祖先崇拝によるタテの系譜

意識が強 く,村落内の階層化がすすんでいる日本やベ トナムなどの伝統的農村に比べて,タイ

農村の社会規範は一般にゆるいとは言えるかもしれないが, コミュニテ ィがその生活を現実に

運営してゆ くためには,政治,経済,社会,宗教,教育その他様々な必要に応 じて多角的にこ

れに対応 し,問題を処理 してゆかねばならない｡そして,そのための仕組みが必要であること

は,タイ農村といえども他の文化の場合と何 ら異なるところがないはずである｡ それでは,近

代化の波を受け変化の激しいタイ農村は,このようなコミュニティの多様な必要性に,どのよ

うな集団の仕組みで対処してきているのであろうか｡集団を取 りあげる場合には,ゲマイソシ

ャフ トやゲゼルシャフ ト,一次集団や二次集団のような理念型を諭ずる類型論,メソバーの役

割や位置を論ずる構造論などさまざまな接近の方法があるが,本論は上記のようなタイ社会に

ついての疑問に多少とも答える意味で,寺および小学校の補助集団としてのワット委員会と学

校委員会の機能分析を中心に,タイ農村における集団の形態を探ろうと試みたものである｡

Ⅰ タイ農村における3大 親̀'集団

タイの地方行政区域は ｢チャンワット｣ (県)の下に ｢アンプ-｣ (那)がおかれ,その下

に ｢タムボン｣ (料)とよばれる日本の村 (区)に相当する行政区がある｡タムボソは幾つか

の ｢ム-ノミソ｣ (部落)から構成されるのが普通である｡ タムボンはその中にひとつないしは

複数の寺 と小学校をもっているものが多い｡ところで,タイの農村では一般にこうした寺と小

学校を中心に,行政区域 とはかな りずれた形で,住民の実際生活上のコミュニテ ィが形成され

ているといえる｡ つまり家族員がどの ｢ワット｣ (守)と最も関係が深いかとい うことと,千

供がどの小学校-通っているかということを中心に,ゆるい生活共同意識に支えられた地域社

会 (コミュニティ)が構成されているのである｡ 自然村的な集落としてのムーバソ内に,ワッ

トも小学校もない場合もないではないが,この場合は,自然村的な集落の形態からくる近隣性

辛,タイの自然村的集落が必ずと言ってよいはどもっている共同のサンチャオ (村の守護神な
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いLは土地神)信仰などが,住民のコミュニティ意識を支えているものと思われる｡

このような意味でのタイ農村のコミュニティにおける社会集団をみると,家族,小学校およ

び寺 という3着の役割がきわだって大きく,他には目ばしい安定 した社会集団をみつけに くい

ことがわかる｡ 祖先崇拝の習がきわめて弱 く,タテの血縁の系譜をあまり重視しないタイ社会

では,家族の形態も核家族的傾向が強 く,家族より規模の大きい リネ-ジや氏族のような明白

な親族集団はみ られないし,寺をめぐる檀徒集団のごときものもない｡また年齢集団や男子結

社のようなものも存在 しないのである｡ しかしよく調べてみると,タイ村落におけるこれ らの

社会集団は,現実生活に多様に対応してゆくために,必要に応 じて小組織集団を随時つ くりあ

げ,臨機応変に 親̀'組織のニ- ドを満たしてきているようである｡ 稲刈に際して,家族を中

心にチュエイ ･カソ･グル-プをつ くる慣習,政府の政策や課外活動の必要に応 じて,政府に

直属 し政府直轄の小学校と密着した形で組織化された近代的ボーイ ･スカウト(ルーク ･スア

〔虎の子〕)や レッド･クロスなどの組織はそのよい例であろう｡ 財源をふやすための組織と

して寺に設けられたワット委員会 (カナカマカソ･ワット)2),小学校に設け られた学校委員会

(カナカマカソ･ローングリーエソ) もまた, 形態的には 親̀'組織から派生 した同じような

補助集団とよび うる性格のものと思 う｡

本論では, タイ農村 コミュニティにおける3大集団のうち, 家族をのぞいた二つの 親̀'集

団,すなわち寺 と小学校に研究対象を限定 し, この2 親̀'集団が, コミュニティの中で実際

に機能してゆく上でどのような補助集団を必要としているかを上記 2穐塀のカナカマカソの機

能分析を中心に考えてみることにする｡ したがって,ここで問題としているのは,寺と小学校

とい う二つの集団のもつ機能そのものというよりは,両者の本来の機能をより効果あらしめる

ために,どのような組織上のメカニズムが働いているかを,ワット委員会と学校委員会という

二つの補助集団の機能分析を通 して明らかにし,タイ村落における社会集団の形態を考えてみ

ることである｡

Ⅰ パンケム村の寺と学校

さて,寺や学校のような組織が,世俗とのかかわ りの強い財政上の問題を処理 してゆ くため

には,これ らの組織と社会との接点において,有効に働きうる機構が必要となってくる｡ ワッ

ト委員会と学校委員会は正にこうした機能を満たすべ く設けられた機構にはかならないのであ

るが,こうした補助的ないしは派生的集団のあり方の中に,タイ農村の集団形態の特色のひと

つがか くされていると思われる｡ワット委員会と学校委員会の分析に入る前に,本論の基礎資

料となった,両委員会が実際に活動 している具体的場′としての農村について若干紹介しておこ

う｡

2)カナカマカソKhana?Kammakaanには,｢委員会｣という意味のほかに,｢組織｣という意味もあるO
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(1) バンケム村 (タムボン･バ ンケム)

分析の対象となった資料は,1970年10月か ら翌71年 2月にかけて,筆者が実地に調査 したタ

イ国ペ ッブリ県カオヨイ郡バソケム村のワット委員会と学校委員会に関するものである｡ バン

ケム村は,バ ン･クルォィ, ワット･ポー, ノソ･ボアおよびワット･クットとい う四つの部

港 (ムーバソ)よりなってお り,1964年現在647戸,人口4,718人の農業を主体とする平野村で

ある｡ これ らの部落は,行政上正式にはバンケム村 1, 2, 3, 4とい うふ うにナンバーでよ

ばれている｡

ところで,これ らバンケム村を構成する4部落中, ワット･クットとワット･ポー部落にの

み 7年制の小学校があ り, ワット･ポー, ワット･クットおよびバン･クルォイの3部落にの

み寺がある｡ つまり, ノン･ボア部落には寺 も小学校もないのである｡ したがって, ワット委

員会と学校委員会の双方が揃っているのは, ワット･クット, ワット･ポ-の両部落とい うこ

とになる｡

(2) クット寺 とポー寺

クッ下寺は,行政上バンケム村の部落 4(ワット･クット部落)に当たる地区にある寺であ

る｡ 古老の話によれば,農民の小集落があったところ-寺があとからできたものらしいが,守

建立の正確な年代は明らかでない｡ 100年以上前に, ミーという僧が クチ (僧房)を 1人で建

てはじめたのが始まりであると伝えられてお り, こうしてできた寺が,次第にクッ下寺とよば

れるようになったとい う ｡ ミ-師は10年間住職をつとめ, 2代 目の僧侶長チャン師は40年, 3

代 目のチュム師は50年以上僧侶長をつとめ82才で没 したという｡ しか し4代 目のスチャー ･マ

クチャソ師はわずか6年で交代 している｡ この間,僧房や礼拝堂などが次々と建立され,クッ

ト寺は隆盛の一途をたどった｡ 現在の僧侶長パラット･パヨソ師は 5代 目である｡ 調査当時

(1970年12月)僧23人,見習僧 3人,デック ･ワット22人がクット寺に属 していた｡カチソ祭

以前,つまり雨季の問には27人の僧が滞在 していたとい う ｡

一方,ポー寺は部落 2 (ワット･ポー部落)地区にあ り,同じく100年以上の古さをもつが,

クット寺 よりは多少建立があとになるらしい｡バンケム村にある二つの市揚 (タラ- 日 や商

業地区が,中国系タイ人の主として住む ワット･クット部落にあるため,また人口数もワット

･クット部落が一番多い (259戸,1,319人)ために,ポー寺は財力においてクット寺に劣るら

しく,建物の規模も僧の数も少ない｡雨季の終わっていない10月の調査では,ポー寺の僧は24

人,デック･ワットは18人であったが,12月に入ると僧 7人,見習僧 4人,デック･ワットは

9人に減少していた｡総 じて,ポー寺の規模はクット寺の%強と言ってよいであろう｡

(3) ワット･クット小学校とワット･ポー小学校

すでにふれたように,バンケム村には 7年制の小学校が二つあるが,通学する生徒たちは,

必ず しも行政区としてのタムボン･バンケム内に居住 しているわけではない｡タイの校区ない
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し学校群は ｢クルム ･ローングリ-エソ｣とよばれるが, この地方では バンケムを含めた三

つのタムボンが学校群を構成し ｢クルム ･ローングリーエソ･バンケムJ (バンケム学校群)

とよばれている｡ 三つの村 (タムボン)から構成されながらバンケム学校群という名がついて

いるのは,この校区に含まれる小学校 9校 (バンケム村2校,フェローン村 1校, ノン･チュ

ボン村6校)のうち, 7校が4年制で, 7年制は2校 しかなく,その2校ともバンケム村にお

かれているからであろう｡ つまりバンケム村は,この付近の小学校教育の中心と言ってよい位

置を占めているのである｡ 学校群は,その群内の校長の問で代表者を1人決めるが,われわれ

の調査当時は,ポー小学校の校長が選ばれていた｡ 7年制の2校問には相互に教師の交換があ

り,他の4年制をもつ7校の問にも,円環状に教師の移動交流が行なわれているとい う ｡ 児童

が入学時に校区内のどの小学校を選ぶかは自由であるが,一般には自宅か らの距離が最も近い

学校が選ばれているようである｡ ワット･クット小学校は仏暦2466年 (西暦1923年)に創設さ

れ,現在生徒数540人, ワット･ポー小学校は仏暦2482年 (西暦1939年)の設立で, 現在生徒

数443人である｡ 他に,ワット･ポー小学校には ｢チャン･デック･レック｣とよばれる保育

所が設けられてお り, 5才6カ月以上の幼児を毎年35人受け入れている｡

Ⅲ ワット委鼻金 ･学校委員会と寺 ･学校の財政

さきに,寺や小学校のような組織は, そのままの形では現実の 世̀俗的'問題, 特に金銭上

の諸問題の処理に不都合の生ずることが多いのではないかとい う意味のことをのべた｡このよ

うな問題を探っているうちに,われわれは,タイの寺にはワット委員会,小学校には学校委員

会とよばれる極めて能率的な組織 (カナカマカソ)があることに気がついたのである｡ ところ

で, この種のカナカマカソの機能を理解するためには,タイ人の行動の背後にある宗教思想に

ついて,若干ふれておく必要があるように思われる｡

タイ農村の住民に ドミナントな宗教的価値観があるとすれば, ピー信仰などのアニミスティ

ックなレベルでのそれをのぞくと,やは り仏教にもとづ く rタムブソ｣の思想をあげなくては

ならない｡タムブソの思想は,在家者の宗教観念の中心をなす ものであり,タイの寺は,民衆

のこの ｢タム･ブソ･タム ･タンJ (善行を革むこと)の行為によって基本的に支えられてい

る｡ タイの寺はサンガとよばれる出家者の集 りであるから,出家老である僧たちは,超世俗的

生活態度を持する上から,経済的に自立することができない｡こうした寺の経費や僧の実生活

を経済的に支えているのが,在家者であるところの一般の民衆である()民衆は罪過ないしは悪

徳としての ｢バープ｣を避け,供養ないし功徳としての ｢ブソ｣を増やすため,機会あるごと

に個人として,また家族や団体で僧をもてなし寺に寄進する｡ タイの仏教組織には,わが国の

ように檀徒組織はなく,原理的には在家者のすべてが信者であ り寺の支持者であるといえる｡

現実には,主として寺の周辺に住む住民たちが,寺の経費,僧の生活費,必需品を支えている
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のであるが,僧個人や寺の名声,村人の友人関係などによって,かな り遠方か らの寄進者も多

い｡たとえば1970年11月7日にポー寺でおこなわれたカチソ祭で寄進された金額 (現金のみ)

12,583バーツの地方別内訳は

ペ ッブリとバンケム 7,400バーツ

ラップリ 2,366 ク

バ ンコク 2,817 /y

となっている｡ 地元のバ ソケムとペ ッブリが一番多いとはいえ,30キロ北のラップリ地方と140

キロも離れたバ ソコクか らの寄進額の合計は全体の4割を占めているのである｡ しかし,檀徒

組織がな く,原理的には在家者のすべてが信者であるとしても,ただそれだけではサンガへの

寄進は限 られてお り,寺の財政の潤沢をはかる上で寺側はあまりにも受身であるといわねばな

らない｡寺-の寄進は,年間を通 して特に何時でなくてほならぬとい う決 りはないが,それが

最も多 く集中するのは前記カチソ祭であ り, p-イ ･クラ トン乳 新年祭,学校祭などの祭の

時期である｡ つまりこれ らの祝祭 日は,寺がより多 くの寄進を獲得 し,寺の財政基盤をより堅

実にするまたとない機会なのである｡そのためには祭をより ｢スヌック｣(楽 しい)なものに

し, より多 くの民衆を集めるための演出者が必要である｡ 寺の財政という観点か らすれば,本

論の主題であるワット委員会や学校委員会の最も重要な機能は,寺や学校の主催する上記のよ

うな式典や祭を主催 し,寺や学校に財政上の潤をもたらす ことであろう｡

歴史的にみれば,タイの子弟の教育は,もともと寺で僧の指導のもとにおこなわれてお り,

1898年の国家教育体制の採用,1921年のラマ六世による義務教育令の施行によって次第に近代

教育体制が整備され,寺 と学校教育は次第に分離されてゆ くのである｡ しかし地方村落にお汁

る寺 と小学校の関係は依然として密接で,特にこれは財政の上で顕著である｡ このことはワッ

ト･クット小学校,ワット･ポー小学校の校舎建築の歴史 (特に財政上の歴史)を記 した次の

ような資料をみてもあきらかであろう｡

｢ワット･クット小学校 (建築)の歴史J

ワット･クット小学校は,2466年 (1923年) 8月15日創設された｡カオヨイ郡 長々プラチップ･

キリサムット･タケがこの学校を創った人である｡当初の30年間,学校はクット寺のサーラを校舎

として使用した｡2499年(1956年)に最初の校舎が建築されたo政府からの補助100,000,I-ツ (約

150万円),地元の負担金が同じく100,000バ-ツであった.2501年(1958年)2月1日さらに37,000

･1-ツで別の校舎が建てられた｡この建築費用は学校祭からのあがりでまかなっている｡次いで中

学校校舎 (注 ;当時の matayom 1,2,3を指すと思われる｡ 筆者)建築の費用を必要とし,2502

年 (1959年)7月10日,これを文部省に申請した｡しかし,文部省から支給された金は,小学校々

会の建築に当てられた.2505年8月10日さらに別の校舎ができた｡政府より15,000バーツ,学校祭

より19,380,I-ツを得たが,学校祭からの利益は中学校J嗣こまわされた｡2506年 (1963年)に3室

からなる校舎ができた｡政府から40,000バーツ支給され,村人から20,000バーツの献金があ-〕たO

この校舎は2506年6月25日に完成している｡2509年 (1966年)9月13日に工作室が完成したが,こ

の時は政府より16,000バーツが支給された｡tかL,装飾晶その他を学校が購入しなければならな

588



綾部 :タイ農村における集団の形態

かったo 同年,学校は 5年生から7年生までの校舎を建築するために,3,500バ-ツで土地を購入

した｡2511年 (1968年)に教師用の家を建築するため政府より20,000,,'-ツの支給をうけ,同年8

月12日これを完成した｡

｢ワッ ト･ポ-小学校 (建築)の歴史｣

この学校は仏歴2481年 (1938年)に,ワット･ポーの僧侶長や村長,各部落長そして村民によっ

て創設されたO予算1,885.55,I-ツで校舎が建てられたが,これは天井も壁もない不完全なもので

長と3人の先生を任命した｡当初生徒がいなかったので,既設のワット･クット小学校,ワット･

ノンソソ小学校からも生徒が分かれて通うようになり,ノン･ボア部落からも生徒が来た｡ノン･

ボア部落の生徒は,これ以前は学校に通っていなかった｡1年生から4年生までで,バンケム村第

2パチャンバン小学校とよばれた｡学校の経費は政府からきた｡1941年 5月1日,政府は校長を他

-転任させ,新任の校長を任命した.この頃生徒数は増えたが,児童の一部は寺で勉強しなければ

ならなかった｡(生徒は2分されていた｡)1942年 5月24日に校長がまた替 り,これが現在の校長で

ある｡ この校長は新しい校舎をつくり, 天井や壁をつくり, 教室を分けるよう最大限の努力をし

たOこれには5,700バーツが用いられた.僧侶長は個人の金1.000バ-ツを与えた0 1955年には 12,

470バーツで本建築の校舎が建てられた｡翌1956年には集会をもち,父兄の献金4,922バ-ツが集め

られた｡ この金は他の校舎建築費にまわされた｡ 次に,資料棚,椅子,テーブルなどが整えられ

たO また,国旗掲揚柱のまわりに垣根がつくられた (1,890バ-ツ)o l957年に3,000パーツをかけ

て校舎をペンキで塗った｡1958年から1960年にかけて小学校から-イウェ-までの1キロメ- トル

の道路を,寺の援助で1,500パーツをかけて改良した｡ 1961年,1962年には新年祭を行ない,父兄

を招待し (注 :父兄から金を集めたことを意味する｡ 筆者), 1962年の終 りまでに新校舎の建築を

はじめた.予算は50,556バーツであった.1963年5月17日に校舎はできた｡50,556パーツの中の一

部は政府からきている｡ 同年同校舎を教生の宿舎に改良するために,1,846パーツを用いた｡ 同年

さらに校舎を建築し,71,209バーツを費やしたが,このうち25,000バーツは政府から,他は主とし

てカチン祭からである｡新校舎は1963年12月28日に完成した｡

同年, 古い校舎は取 りこわされ, カチン祭の利益金で新校舎建築用の資材を購入した｡ 2507年

(1964年)に建築にかかり,2508年の9月10日に落成した. この時 100,112パーツかかったが,ら

ち30,000バーツは政府からである｡1965年から,ワット･ポ-小学校は7年制教育をはじめた｡当

時5年生が35人いた. この年2,500バーツをかけて椅子200個をつくった0 1966年さらに3,000バー

ツをかけて机40,椅子40をつくった｡さらに別の校舎をつくるために材料を買いあつめた｡この建

物の予算は40,000バーツ (うち政府より20,000バーツ)であった｡建物は1967年 9月1日にできた｡

この記録は,ワット･ポーの僧侶長,僧侶,教師,村民,学校委員会によってつくられたもので

ある｡

以上は, ワッ ト･クッ ト小学校, ワッ ト･ポー小学校の職員室近 くに掲示 されてある資料か

らとった もので,校舎建設の歴史を,主 として建築に要す る経費の上か らあ らまし述べた もの

,である｡ この短 く不完全な資料か らもタイ農村におけ る寺 と小学校の密接な関係を うかがい知

ることができるし,村人の献金や祭か らの利益金が,校舎建築上いかに大 きな比重を占めてい

るかがわか る｡ 資料の中に,学校祭, カチ ン祭,新年祭な どか ら校舎建築の費用が精出された

とい う部分があ るが, この祭をかげで演出す るのが ワッ ト委員会,学校委員会なのである｡ こ
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の両委員会相互の関係と,守-学校の関係を検討するために,新年におこなわれる学校祭の内

容を分析してみることにしよう｡

1971年のワット･クット小学校の学校祭は, 1月13日から15日までの3日間おこなわれてい

る｡ 祭の行事は主として夜おこなわれ,非常にほでで賑やかである｡ 校庭の近 くの早目に刈 り

とられた田に棚を設け,中に舞台をつ くり,ここで舞踏,古典劇などが催され,別に映画も上

映される｡ またバンコクか典 職業的バソドもよばれてきて,注文に応じて曲を演奏する｡ こ

の間レコー ドによる流行歌が拡声機を通して村中に響きわたる｡ そして飲食店を主とした出店

が所狭しとたち並ぶのである｡ このワッTl･クット小学校の学校祭は,当地方では年間を通し

て有名な催 しのひとつで,かなり遠方から見物客がやってくる｡ 入場料は5バ-ツで,これを

払えば,棚の中で自由に映画をみ,音楽をたのしむことができるようになっている｡ こうした

学校祭を計画し運営するのが学校委員会の任務である｡ ワット･クット小学校の学校委員会は,

17年前 (1954年頃)に,上記学校祭が始められるようになってから,学校祭を企画運営するた

めにできたもので,1971年の場合は70人 (57人ともいう)の委員から構成されていた｡学校委

員会のメソバーになる資格は,委員になることを希望する男女で,現委員の推せんがあれば誰

でもよい｡ しかし各委員は, 学校祭の基金として200バーツを出資しなくてはならぬので,多

少の経済的余裕をもっていることが必要となる｡ ワット･クット小学校の学校委員の多くは,

当小学校の卒業生で,平均年齢は約20才であるという｡ 委員会には議長のほかに会計や会場係

などの役員がお り,ワット･クッ吊 ､学校長や教師の多くも加入 している｡ 現在の議長は元の

ワット･クット小学校長で,現在のノン･ソム小学校長である｡ このように学校委員会は,学

校祭を対象として構成される組織であるか ら,学校祭が企画された時点で校長によって招集さ

れ,学校祭がすみその事後処理が終わると解散する｡

ところでここで興味深いことは,学校祭からの利益金はそのまま学校-納入されるのではな

く,いったんは寺-寄進される形をとることである｡1970年 1月のワット･クット小学校の学

校祭では,約 4万バーツ (約60万円)の利益金があったが, これはそのままクッ下寺-寄進さ

れた｡学校祭からの利益金を全街寺-寄進するのほ, 2年前に委員会内でおこなった投票の結

果で,それ以前は学校-直接寄付されていたとい う ｡ しか し,いったん寺-寄進された金は,

クット寺のワット委員会によって再配分され,適当な額が小学校-還元されることになってい

る｡ 学校祭の前に近隣の高僧数十人を招いて厳かな開会式をおこなうこと (この場合は,ワッ

ト委員会が主として式の世話をする), 学校祭からの収益金をいったん寺-寄進し, そこから

再配分されるのを待つ方法などをみると,小学校の財源を豊かにするための学校祭という行事

もまた,タイ人のタムブンの思想に強 くうらうちされたものであることがわかる｡ 結婚式,新

築祝,誕生祝などの折にふれ僧を招いてもてなすのは,タイで最もよく知られたタムブソの方

法だが, ワット･クット小学校の学校祭の開会式に僧を招いているのもこれに当たる｡ 学校の
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財政を潤すためにおこなわれた学校祭の収益金を,いったん寺-寄進する形をとったのも,さ

らに大きなプソを生むための行為なのである｡

次にワット･ポー小学校の学校委員会であるが,この委員会はバソケム部落 1,2, 3の住

民30人から構成されることになっている｡ 当委員会の目的も学校祭を開 くことである｡ 学校祭

は 1月1日の夜におこなわれるが,その10日前に校長によって前もって選ばれ承諾されていた

人々が委員として招集される｡ 委員は20才以上の住民であれば誰でもよいが,実際には村長や

各部港長,裕福な人々などが特に委員に選ばれる傾向があるとい う ｡ 元日朝の新年祭に次いで,

夕刻から学校祭がはでに催されるが, ワット･ポ-小学校の学校祭はワット･クット小学校の

場合ほど大規模ではない｡

こうした学校委員会との関係で注目されるのはワット委員会である｡ クット寺のワット委員

会は,1970年現在30人で,委員長は ｢マカタイヨ｣ とよばれ,クット寺の僧侶長が在家者の中

から適当な人をえらんで依頼する｡マカタイヨは村人の中か ら委員を選び,委員会を構成する

のである｡ ワット委員の年齢は学校委員より多少上で,25才以上の人から資格ができるという｡

狭いコミュニティ内のことであるから, ワット委員と学校委員とが重複するケースも稀ではな

い｡ワット委員会の機能は,新年祭, 4月の旧正月祭,カオパンサなどに際 してこれを世話す

ることである｡ ポー寺のワット委員は全員バンケム部落2からでてお り, ワット･ポ-小学校

の校長が委員会の議長である｡ 委員会の機能はクット寺の委員会と同じで,祭その他寺が中心

となる大きな行事の度に集まり活動することである｡ このように, ワット委員会の機能は,世

俗的な動きをしにくいサンガのメンバーに代わって,寺の年中行事を開催 し,寄進を促進し,

集まった金を管理 し,支出を決めること,つまり主として寺の財政上の問題を処理 してゆくこ

とにあるから,委員会の規模は,寺の規模とは別に寺の必要度に応 じて大きくなることがある｡

1968年にバンケム部落1 (いわゆるバン･クルォイ部落)地区に新 しくバン･クルォイ新寺が

創 られたが,この寺は新寺であるため財政的に貧弱で,まだ本常す らできておらず,僧11人,

見習僧 1人,デック･ワット5人という小規模の寺である｡ にもかかわらず,60人 (10人の女

性を含む)のワット委員がお り,積極的に寺の発展のために尽 しているのである｡ 土地の購入

費や僧房の建築費などで, これまでに約100万バーツを費やしたが, 資産家からの借金以外の

多 くは,バン･クルォイ部落の住民からの寄進やカチソ祭などの折にワット委員会が活躍 して

集めた献金によっているとい う ｡ ちな射 こ,筆者 らの調査時のカチソ祭での利益金は約 2万バ

ーツであった｡寺にはペ ッブリ市内の資産家からの借金がまだ20万メ-ツほど残っているらし

いが,守-の融資は普通無利子で,債権者は利子を取 りたてないことによってブソを積むこと

になっているのである｡

さて,以上の記述からも明らかなように,ワット委員会と学校委員会は,タイ村落における

寺と学校という2人 親̀'集団の財政をうらで支えている極めて重要な補助的 カナカマカソで
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ある｡ またこの両委員会の性格を分析することによって,タイ農村における寺と小学校の微妙

な相互依存の関係の一端を明らかにすることが可能であろう｡ タイ農村の小学校のほとんどは

寺に隣接 して設けられている｡ とい うよりも,寺の所有する敷地内に小学校が建てられたとい

うほうが,歴史的事実をのべていることになろう｡ か くして,既に度々触れてきたような祝祭

日における行事や祭は,小学校の校庭とも寺の境内ともつかぬ広場 (多 くは寺と小学校の建物

に囲まれた広場)で催されるのである｡ 財政の上からいえば,寺は小学校を通してその世俗的

力を利用し,小学校は寺の宗教的力を利用しているともいえる｡ 両者の利益は相補的であるが,

学校委員会が主体となって行なった学校祭の利益金が,いったんワット委員会-渡されること

にみられるように,新年祭も学校祭もカテン祭も,すべてその行為のうらにブソを積む思想が

脈 うっていると理解 しておくことが肝要であろう｡ その意味ではやはり,寺>小学校,ワット

委員会>学校委員会というステ-タス図式がな りたちうるだろう｡ また, ワット委員会と学校

委員会は,主として,寺と学校の財政を豊かにするために設けられた組織であるが,祭や式典

を盛大に主催することによって,住民の関心を寺や学校-向かしめ,間接的ではあるが,寺や

学校本来の宗教的,教育的機能を促進する役割を果たしていることも見落としてほならないO

む す び

以上,タイの農村 コミュニティにおける3大 親̀'集団 (家族,守,学校) のうち,寺と学

校の二つをとりあげ,両者の関係を,ワット委員会と学校委員会とい う補助集団の財政的機能

を通してみてきた｡このことから,またこれまでのタイ調査に関する知見から,筆者は,タイ

農村の集団には次のような三つの特色があることを指摘したいと思 う｡ そのひとつは,タイの

農村には,一般に血縁集団としての家族,宗教集団としての寺,教育集団としての学校という

3大 親̀'集団があり, 他にはこれに比肩しうるほどのめぼしい社会集団がみられないこと,

つまり集団のあり方が寡頭的であること,第2は,以上の3大親集団の機能的単純性を救 うた

めに,補助的-副次的-臨時的集団がその周囲に派生しやすいことである｡ 第3の特色は,こ

うして派生 した子集団 (補助集団)は,成長して親集団から独立してゆくことが少ないこと,

また子集団がさらにその子集団を生むという セ̀クト的'形態を一般にとらないことである｡

すでにふれたように,タイ農村の家族は核家族が一般的で,それ以上大きなものでも,せいぜ

い3世代を含む小型の直系家族がみられる程度である｡ だが,それは彼 らの問に親族関係がみ

らjlないということを意味するわけではない｡冠婚葬祭や共同労働などの必要に応 じて,こう

した関係が顕在化する性格をもっているのである｡ ただし,そ うして顕在化 した 親̀族集団'の

組織性ないしは集団としての結びつきは固定化 したものは少なく,きわめて緩いのが普通で,

事に応 じて強化され,変形 し,解体する性格をもっている｡ 稲刈などに際して組織されるチュ

エイ ･カソ･グル;/Oには,バソグム村で調査した限 りでは3億類 (親族関係を中心としたも
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哩,近隣関係を中心としたものおよび青年男女を中心としたもの)あるが,親族を中心とした

チュエイ ･カン･グループにも,他人が入 りこむ場合がいくらでもあ りうる｡ ｢チュ-ア ･デ

イアウ･カソ｣ (同一血縁), ｢'クルア ･デ ィアウ ･カソ｣ (同一のカマ ド), ｢ピ- ･ノン･

カソ｣ (兄弟関係)などとよばれる親族集団も,強い内的結合関係をもって機能する集団とし

ての働きはもっておらず,緩い親縁関係がみ られるにす ぎない｡親の家族を中心として,同一

敷地内に子供の家族がいくつか集まり住んでいる場合もある｡ しか し,こうした共住的家族群

は,農耕経済に関しては共同しているが,血縁集団の単位としてこれをみ とめるかどうかは検

討を要する｡Kaufmanが,タイ農村の家族を thespatiallyextendedfamily,theremotely

extendedfamily,thefictionalfamily に分け て説明しているのも3), タイ農村における小

家族ないし核家族以外の親族集団の捉え難さを物語っていよう｡ つまり,タイ農村の親族集団

では,それが形態としても機能的にも明瞭なのは核家族なのであ り,他の親族関係は有事には

頗在化するが,普段は,集団とは認め られない程度の結びつきをもって潜在 しているものとい

えるだろう｡ これを要するに,家族とい う血縁集団を 親̀'として,必要に応 じて,補助的 子̀'

集団を手足のように派生させる形態をもっているとみなしうる｡

寺の場合も, 親̀'集団としての寺が,必要に応 じて様々な子集団を周囲に配している点は同

じである｡ 恒常的なものとしてほ,僧の日常生活を助けるデック ･ワットの集団があるが,こ

の集団も,雨季に増え乾季に減る僧の数に応 じて増減するきわめてフレキシブルな性格をもっ

ている｡ 随時形成されるものとしてほ,すでに分析 した,財政を助けるワット委員会などをあ

げることができよう｡ このような集団形態は,小学校を親集団とするグル-プにもみ られるの

であって,財政を助ける学校委員会,課外活動と政府の政策とを体現 した男生徒によるボ-イ

･スカウトや女生徒のレッド･クロスなどほ正に,親集団としての学校か ら派生 した子集団な

のである｡ アメ リカや日本などのボ-イ ･スカウ トが,学校や行政組織か ら独立 した民間の団

体であるのに反 し,タイのボ-イ ･スカウ トは文部省に本部をおき,県,那,村などの行政単

位 と対応 した形で,各小学校に付属 して組織化されていることに注 目すべきである｡ 郡単位で

いえば,郡のボーイ ･スカウ トの最高責任者は行政官としての ｢ナイ ･アンプ-｣ (郡長)で

ある｡

もちろん,補助集団の存在そのものは,特にタイ農村における集団形態の特色とい うわけで

はない｡ 日本の小学校におけるPTAや寺の檀徒集団も,親組織の機能を助ける子集団といい

うるだろうし,アメリカでいわゆるオーグジリアリー (auxiliary補助の)とよばれる組織は,

文字通 り親組織か ら派生 した子集団をさしている｡ たとえば ｢イ-スタン ･スター｣は,結社

｢フリー ･メ-ソソ｣の婦人補助組織 women'sauxiliary であ り, ｢コロンブスの騎士団｣

3)Kaufman,H.K.1960.Bdngkhuad:acommunitystudyinThailand.N.Y.pp.21-25.
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はカソリック教会の子集団である｡ アメリカの小コミュニティにおける男子集会所の役割を果

たしている ｢消防隊｣や ｢在郷軍人会｣ rVFW｣などにも women'sauxiliary がある｡ だ

が,日本の村落社会における補助集団が,原理的に親族類似の性格を内包し,いわゆる ｢家族

的｣に構成され,アメリカのそれが,個人と個人のヨコの同志的契約の原理にもとづいて形成

されがちであるに反し,タイ農村の集団は,家族関係を擬制 したタテの友人関係を原理として

形成されているというちがいがみられるようである｡ こうした問題に関連して想起されるのほ,

丸山真男による日本とヨーロッパの集団形態の比較である｡4) 彼は,西欧の集団を長い共通の

文化的伝統を根にもった上で末端がた くさんに分化しているとみなしてこれを ｢ササラ型｣と

名づけ,これに対し, 日本の場合は集団がヨコに連絡のない閉鎖的なものになってしまうとい

う意味で ｢タコツボ型｣ とよんだ｡丸山の間旗としたのは,近代市民社会における機能集団の

分化についてであるが, 日本とヨーロッパ両文化における農村社会の集団の多元的な分化につ

いても,当てはまるのではないかと思 う｡ 筆者のみるところ,タイ農村の集団のあ り方は,丸

山による以上の2類型のいずれにも当てはまらない｡タイの場合は,仏教という共通の文化的

伝統が根にあるという意味で西欧型に近いが, ｢ササラ型｣のような集団のセクト的分化は少

なく,各集団の組織としての独立性が弱いとい うちがいがある｡したがってタイの場合は,比

倫的にいえば共通の文化的伝統をもった母体から補助集団が幾つも派生 し,それが極めて柔軟

な性格をもっているという意味で,とりあえず ｢クラゲ型｣ないしは ｢球根型｣とでも名付け

るべきであろうか｡タイ, 日本,アメリカにおける集団形成の原理については,改めて精撤な

検討を加える必要があるが,ここではタイ農村の集団形態が寡頭-補助集団的であ り, 日本の

それは,タイ農村の場合より多頭-閉鎖的で,タテに系列化された形態をもっていること,ア

メリカのそれは,同じく多頭的ではあるが,分裂 しながらヨコにいくらでも増えてゆくセクト

的性格をもっているのではないかということを指摘するにとどめたい｡

もちろん,本論で検討しえたのは,タイ農村における寺 と学校から派生した補助集団として

のワット委員会,学校委員会の形態と機能であるから,これをもって他のすべて-敷街するこ

とは早計である｡ しかし仮設としてタイ農村集団の寡頭-補助集団的形態と,こうした諸集団

をうらで支える,共通の強い仏教的価値志向の存在を指摘 し,今後のタイ社会における集団研

究の手がか りとしたいと考えている｡

4)丸山英男.1961.『日本の思想』岩波書店,東京,p.137.
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